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三宅島都道沿いの酸性雨

Acid rain along the coastal loop road in Miyakejima Island, Japan - in relation to the 2000
eruption -
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三宅島では 2000 年 6 月から火山活動が始まり，7 月から 9 月にかけて大量の降灰と陥没火口の形成を伴う大規
模な噴火が起きた．9 月以降は火口から大量の SO2 を含む火山ガスが放出されている．この SO2 が起源となって
発生する酸性雨を調査するために，都道沿いの 8カ所において 2002 年 1 月，5 月，12 月に降水の採取を行った．
また大路池においては，蒸発防止装置を取り付けたポリ容器を 2002 年 1 月に設置し，継続的な降水の採取を行っ
ている．採取された降水は，実験室にて主要化学組成の分析を行った．この結果を，最新の調査結果と合わせて
報告する．
2002 年 1 月の調査では，最も酸性の降水で pH3.3 を示す結果が得られた．主要化学組成は陰イオンが塩化物イ

オン，陽イオンはナトリウムイオンであったが，これらのほとんどは海塩からもたらされたと考えられる．そこ
で酸性雨に含まれるナトリウムイオンがすべて海塩起源と仮定して濃度補正を行うと，主要陰イオンは硫酸イオ
ンとなり，最大で 43mg/L の値を示した．降水採取時の風向きと硫酸イオン濃度を比較すると，硫酸イオン濃度の
最大値は風下において観測された．よって，この硫酸イオンは火山ガスに含まれる SO2 が主な起源と考えられる．
産総研では 9 月から島内の地下水調査を開始し，山腹の湧水において顕著な硫酸イオン濃度上昇を観測してい

る．その濃度上昇は，2002 年までに噴火前と比べて最大で 200 倍以上に達している．この硫酸イオンの起源と酸
性雨との関係についても考察する．
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